第１２回農地部会議事録
１　招集日　　　　　　　平成27年12月７日（月）
２　開会日時及び場所
　　　　　　　　　　　　平成27年12月７日（月）　　午後２時03分
　　　　　　　　　　　　吾妻町ふるさと会館研修室１

３　閉会日時　　　　　　平成27年12月７日（月）　　午後２時43分
４　委員氏名

　 (1)出席者（17名）

　　　１番　水口　正好、３番　大島　忠保、４番　渡部　　篤、７番　渡辺　勝美、

　　　８番　本田　岩勝、９番　林田　　剛、10番　横田　晴喜、11番　松尾　文昭、

　　　14番　吉田　良一、15番　平野　利光、16番　森﨑　茂德、18番　内田　弘幸、

　　　26番　林田　政利、32番　鵜殿　徳康、33番　渡邉　茂徳、34番　馬場　　保、

　　　36番　川内　幸徳

　 (2)欠席者（１名）

　　　24番　草野　　定
　 (3)部会長の依頼により出席

　　　35番　小筏　正治（副会長）

５　議事に参与した者
　　　農業委員会事務局長　　　　　秋山　勝也

　　　　　　　　参　　事　　　　　清水　友秀

　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦

　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美

　　　　　　　　嘱　　託　　　　　大石由紀子

６　提出議案及び報告事案
　　　追加日程第１　議席の決定
　　　日程第１　会議録署名委員の指名について

　　　日程第２　議案第62号　農地法第４条第１項の規定による許可申請について

　　　日程第３　議案第63号　農地法第５条第１項の規定による許可申請について

　　　日程第４　議案第64号　農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定に

ついて

　　　日程第５　議案第65号　農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について

──────────────────────────────

午後２時03分開会

○事務局長（秋山　勝也君）  皆さん、こんにちは。農地部会に入る前に、事務局より連絡をいたします。

　議事に入る前に、去る１２月２日の雲仙市議会の臨時会で、改めて３名の方が雲仙市農業委員に選任されました。さらに、１２月３日に雲仙市農業委員会互選会を開催し、渡辺勝美委員と松尾文昭委員の２名が農地部会委員に当選をされましたので紹介し、ご報告いたします。なお、大久保信一委員は農政部会委員となっておられます。

　したがいまして、本日の農地部会の通知には案内しておりませんでしたが、お手元にお配りしましたとおり、部会の冒頭に追加日程として「議席の決定」を追加させていただきます。

　それでは、定刻になりましたので、農業委員会等に関する法律第２１条第３項の規定による過半数に達しておりますので、農地部会が成り立ちます。部会長に開会をお願いいたします。

○議長（馬場　　保君）  改めましてこんにちは。後は、座って進めさせていただきます。

　ただいまから平成２７年第１２回雲仙市農業委員会農地部会を開会いたします。

　各委員の協力方、よろしくお願いいたします。

　本日の付議すべき事項として、議案第６２号農地法第４条第１項の規定による許可申請について、議案第６３号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、議案第６４号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について、議案第６５号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について、以上４件を付議します。

　議事進行上、発言される場合は、挙手をして、議長が指名してから起立し、マイクを通して発言してください。また、携帯電話は電源をお切りになるか、マナーモードに設定くださいますようお願いいたします。

　なお、議事進行中は録音されておりますので、なるべく私語のほうは慎んでいただければと思います。

　早速議事に入ります。

　まず、先ほど事務局長より説明がありました追加日程第１、議席の決定を行います。

　議席の決定は、雲仙市農業委員会会議規程第１６条の読みかえ規定を準用し、第６条第３項に「欠員、補充等により新たに就任した委員の議席は、その委員が最初に出席すべき部会において議長が定める」と規定されております。

　議席は、ただいま着席されている前任者の議席を引き継ぎ、渡辺勝美委員の議席を７番、松尾文昭委員の議席を１１番に決定いたします。

　次に、日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

　会議録署名委員は、会議規程第１２条の規定により、１５番、平野委員、１６番、森﨑委員、両委員を指名いたします。

　次に、日程第２、議案第６２号農地法第４条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第６２号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第４条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。横田委員。

○委員（１０番　横田　晴喜君）  議席番号１０番、横田です。

　農地法第４条第１項の規定による許可申請の受付番号７番について、申請地は農振白地であり、おおむね１０ヘクタール未満の一団の区域内にある農地であることから、第２種農地であると考えられます。

　農地法第４条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号７番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第６２号、受付番号７番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号８番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。大島委員。

○委員（３番　大島　忠保君）  議席番号３番、大島です。

　農地法第４条第１項の規定による許可申請の受付番号８番について、申請地は農振白地でありますが、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地であると考えられます。

　ただし、転用目的が住宅であり、申請地が集落に接続していることから、例外的に許可をすることができる案件であると思われます。

　農地法第４条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認において特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号８番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号８番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第６２号、受付番号８番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、日程第３、議案第６３号農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第６３号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第５条第２項各号に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２９番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。平野委員。

○委員（１５番　平野　利光君）  議席番号１５番、平野です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２９番について、申請地は農振白地であり、生産性の低いおおむね１０ヘクタール未満の一団の区域内にある農地であることから、第２種農地であると考えられます。

　農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題ありませんでしたので、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２９番について、ご質疑がありましたらお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  議長、事務局からいいでしょうか。

　この件に関しまして、別添１の４ページの図面をごらんください。

　申請地の８７番１があって、その上の方に、所有者が白山敏子さんの山林が２筆あります。申請地とその２筆との間に図面上は水路があるんですが、現況は水路がはっきりしないので、現地調査会の時に委員さんの方から、申請地と水路の境界をはっきりさせないと許可するのは難しいんじゃないかと意見がありました。申請者の酒井さんの方に確認したところ、酒井さん本人も、行政書士と土地測量士の資格を持っていて内容を理解されているので、市の立ち会いのもと、水路との境界をはっきりさせるという事で返事をいただいておりますので、ご報告いたします。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２９番に対して、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２９番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第６３号、受付番号２９番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号３０番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号３０番について、申請地は農振白地であり、水道、下水道が埋設されている道路の沿道の区域であり、かつ、おおむね５００メートル以内に大正小学校、島原鉄道大正駅があることから、第３種農地であると考えられます。

　農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号３０番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号３０番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第６３号、受付番号３０番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号３１番の審議に入ります。まず、地元委員の意見をお聞かせください。水口委員。

○委員（１番　水口　正好君）  議席番号１番、水口です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号３１番について、申請地は農振白地でありますが、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地であると考えられます。

　ただし、転用目的が住宅であり、申請地が集落に接続していることから、例外的に許可をすることができる案件であると思われます。

　農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題はありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号３１番について、ご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号３１番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第６３号、受付番号３１番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、日程第４、議案第６４号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定についてを議題とします。

　本案件につきましては、水口委員、大島委員、松尾委員、森﨑委員の４名が関係者ですので、農業委員会等に関する法律第２４条第２項の規定により、退席をお願いいたします。

〔１番　水口　正好君、３番　大島　忠保君、１１番　松尾　文昭君、１６番　森﨑　茂德君　退場〕
○議長（馬場　　保君）  事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第６４号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合する適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  議案第６４号に対する質疑を２ページごとに行います。

　農地中間管理機構の案件については、一括で行います。

　９ページ２９番、３０番は所有権移転による案件、１０ページ３１番から１０５ページ３９０番は農地中間管理機構への貸し付けによる案件です。

　まず、７ページから８ページについて、ご質疑ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に、９ページについて、ご質疑がありましたらよろしくお願いいたします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、次の農地中間管理機構貸し付け分の１０ページから１０５ページまでは一括で行いますので、ご質疑がある場合は、ページ番号と整理番号をお願いいたします。

　１０ページから１０５ページでございます。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、ただいまから採決を行います。

　お諮りします。議案第６４号は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合した適正な計画であると認め、農用地利用集積計画を決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議なしと認め、農用地利用集積計画を決定することとします。

　ここで、水口委員、大島委員、松尾委員、森﨑委員の４名の入室を求めます。

〔１番　水口　正好君、３番　大島　忠保君、１１番　松尾　文昭君、１６番　森﨑　茂德君　入場〕
○議長（馬場　　保君）  満場一致で了解してもらいましたので、報告いたします。

　次に、日程第５、議案第６５号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取についてを議題とします。

　本案件につきましては、渡部篤委員、平野委員、川内委員の３名が関係者ですので、農業委員会等に関する法律第２４条第２項の規定により、退席をお願いします。

〔４番　渡部　　篤君、１５番　平野　利光君、３６番　川内　幸徳君　退場〕
○議長（馬場　　保君）  事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第６５号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  本案件は、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画により、農地中間管理機構である長崎県農業振興公社へ貸し付けられた農地を、公募申し込みをした農業者へ配分する計画が提出されたものです。

　一括で審議を行いますので、ご質疑がある場合は、ページ番号と整理番号をお願いいたします。

　１０６ページから１５３ページです。

○委員（３５番　小筏　正治君）  ちょっと、いいですか。

○議長（馬場　　保君）  はい。

○委員（３５番　小筏　正治君）  議席番号３５番、小筏です。整理番号５番の前田秀信さんは亡くなってるんじゃないですか。息子さんの間違いじゃないですか。

○議長（馬場　　保君）  事務局、よろしいですか。

○主査（福田　智美君）  はい。所有者なので、亡くなった方でも名義がそのままの場合はお名前が出てくることがあります。ですので、ここで亡くなってる方の場合は、未相続農地のままです。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  よかですか。この農用地利用配分計画（案）は、土地の所有者が中間管理機構に貸し出したものを、本来は、中間管理機構から配分しているものなんですよね。なので、議案書では誰が所有している農地が誰に配分されているのかがわかりやすいように、土地の所有者をのせています。この、今小筏委員さんがおっしゃった前田秀信さんは、未相続農地なので中間管理機構への貸し出しの手続きは相続人代表でされていて、今回の配分（案）については、所有者である前田秀信さんの名前が出てきています。

○議長（馬場　　保君）  森﨑委員。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  議席番号１６番、森﨑です。整理番号１９番の件でちょっとお聞きしたいと思います。

　この春樹さんと俊明さんは親子か何かでしょう。住所の番地が同じと思いますけど。

　その春樹さんと俊明さん、今現在７反余りしか耕作してないということですけど、実質自分の農地は８反以上で、ほかのとこ借りられてるようですけど、これは荒地じゃないですか。７反しか耕作しとらんということは、残りの農地は荒地じゃないですか。

○議長（馬場　　保君）  事務局、説明をお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  森﨑委員、この議案書の見方が、今の耕作面積が７,２７１ｍ２になっていて、今回の配分が８,１１３ｍ２です。この配分は、同じ経営体から中間管理機構に貸し出して、配分を受ける分なので、実際に耕作されている農地は、合計して１５,３８４ｍ２です。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  そしたら耕作面積がもっと余計あるはずじゃないですか。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  この配分（案）というのが、前の月に中間管理機構に貸し出した分なんです。だから、現在は、この８,１１３ｍ２は中間管理機構に貸し出している状態なので、耕作面積には含まれずに、議案書の耕作面積は７,２７１ｍ２になっています。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  そういう意味ですね。はい、わかりました。

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、議案第６５号農用地利用配分計画（案）につきましては、特に異議なしと回答することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第６５号につきましては特に異議なしと回答することに決定しました。

　ここで、渡部篤委員、平野委員、川内委員の３名の入室を求めます。

〔４番　渡部　　篤君、１５番　平野　利光君、３６番　川内　幸徳君　入場〕
○議長（馬場　　保君）  満場一致で了解してもらいましたので、報告いたします。

　お諮りします。本農地部会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについては、議長に委任することに決定いたしました。

　これをもちまして、本日の議事は全て終了しました。どうもありがとうございました。

午後２時43分閉会

──────────────────────────────
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